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介護職員の就労継続に関する意識調査の研究
―大阪市内の特別養護老人ホームに対するアンケート調査報告―

立花　直樹１），九十九綾子２），中島　　裕３），

多田　裕二４），永井　文乃５）

［症例・事例・調査報告］

キーワード：特別養護老人ホーム，介護職員，バーンアウト，やりがい
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　In today’s Japan, aging of the population advances rapidly, the needs of elderly persons 
for nursing care and special nursing homes are increasing every year. With such situation, 
the research for the care staffs increases.
　But, there are many studies that focus on the negative side of providing care, with 
“stress”, “burnout” and “care burdens” having been investigated up until now; Few 
studies have focused on the affirmative side.
　Therefore, in this study we focused on Analysis of the working continuation condition in 
nursing care work, and carried out questionnaire survey of the institutional administrators 
and nursing care workers from 83 special nursing homes in Osaka City. The results 
indicated that　:
［１］ As for “the person who wanted to change its job if there was the place of a good 

condition”, a burnout score was significantly lower than “The person who wants to 
work as long as possible at a current post”.

［２］ There were many workers who chose “salary” and “good human relations with 
coworkers” as factors in why they continued to work in nursing care.

［３］ There was a difference in the perceptions of factors affecting continuation of 
employment between the institutional heads and the nursing care staff. The 
institutional heads made much of “fulfillment of the work” most, and the care staff 
made much of “salary” most.
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要旨

　今日の日本では、人口の高齢化が急速に進み、要援護

高齢者並びに特別養護老人ホームが年々著増している。

この様な状況に伴い、介護職員を対象とする調査研究が

増加している。

　しかし、いままでは、「ストレス」「バーンアウト」「介

護負担」等、介護の否定的側面に焦点を当てた研究が多

く、介護労働の肯定的側面に焦点を当てた研究は多くな

い。

　そこで本研究では、介護職の就労継続条件の分析に焦

点を当て、大阪市内の特別養護老人ホーム８３施設の施設

長並びに介護職員を対象にアンケート調査を行い、以下

の３点を明らかにすることができた。

①「良い条件の所があれば転職したい」という人は、

「できるだけ現在の部署で長く勤めたい」という人

よりもバーンアウト得点が有意に低かった。

②介護職を継続する要因として「給与待遇」「同僚との

良好な人間関係」を選択した者が多かった。

③施設長と介護職員の間には、就労継続要因に対する

考え方に相違が見られた。施設長は「仕事のやりが

い感」を最も重視しており、介護職員は「給与待遇」

を最も重視していた。

Ⅰ　はじめに

１　社会的背景

　厚生労働省の調査（２０１０）によると、特別養護老人ホー

ムに入所している高齢者の平均要介護度は、平成１８

（２００６）年の「３.７５」に比べ、平成２２（２０１０）年には

「３.８８」となり年々高まっており１）、介護職員の身体的・

精神的負担も高まっていると推察される（表１）。

２　先行研究の検討

　１）介護労働に関する否定的要因研究と肯定的要因研

究

　介護に関する先行研究はこれまで、数多く行なわれて

いる。平成２４（２０１２）年３月に、国立情報学研究所の

「論文情報ナビゲータ：CiNii」において、「介護」に関

する「否定的なキーワード（負担・ストレス・バーンア

ウト）」を検索した結果、「介護＊負担」で１,６２４件、「介

護＊ストレス」で３７５件、「介護＊バーンアウト」で６４件

がヒットした。一方で、「介護」に関する「肯定的なキー

ワード（やりがい・働きがい）」を検索した結果、「介護

＊やりがい」で６６件、「介護＊働きがい」で２７件しかヒッ

トしなかった。この結果から、近年の論文では、介護に

関する否定的要因の研究が２,０６３件と、肯定的要因の研究

の９３件を大きく上回っており、否定的側面に焦点を当て

た研究が数多く行なわれている（表２）。

　２）介護業務のやりがい・職場定着に関する先行研究

　先行調査研究では、介護業務のやりがいに関する研究

はほとんど行われていない。北村ら（２００３）が、高齢者

施設並びに障害者福祉施設に就労する介護職員３８６人を

調査した結果では、「辞職しない」と「職業の将来性があ

る」「仕事に誇りがある」という相関が非常に高く、「専

門的知識や技術が認められる」と「就労意欲が継続する」

「辞職しない」にも相関があることが明らかになった２）。

潮谷・美馬（１９９８）が、特別養護老人ホームの介護職員

２５１人を調査した結果では、仕事に対する充実感につい

て、「非常に充実感を感じる」が６.０％、「どちらかという

と充実感を感じる」が２９.１％で、少なからず充実感を感

じている職員は合計３５.１％であった。また仕事に対する

達成感について、「非常に達成感を感じる」が２.０％、「ど

ちらかというと達成感を感じる」が１６.０％で、合計１８.０％

であった３）。大沼・伊藤（２００３）が、専門学校を卒業し

た介護職員１０２人を調査した結果、労働満足度の条件に

「職場の人的環境（上司や同僚との関係）」を挙げた者が

３６％と、人間関係が大きな影響を与えていることが分

かった４）。しかし、これら先行研究は、介護職員を対象

とした研究であり、施設長をも対象とし、介護職員と施

設長の意識の相違を明らかにした研究はなかった。

表１　特別養護老人ホームの入所者の状況

平成２２
（２０１０）

平成２１
（２００９）

平成２０
（２００８）

平成１９
（２００７）

平成１８
（２００６）

調査年次
状況　　　

３.８８３.８６３.８２３.８０３.７５平均介護度

３５.１３３.５３２.３３２.３３１.６
要介護度５
（％）

Keywords : nursing care home for senior citizens, nursing care worker, burn out,  fulfillment

表２　論文情報ナビゲータCiNiiによる論文検索の結果

肯定的ワード：９３件否定的ワード：２,０６３件

働きがいやりがい
バーン
アウト

ストレス負　担

２７件６６件６４件３７５件１,６２４件介　護

（２０１２年３月２４日現在）　
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Ⅱ　本調査について

１　調査の目的

　以上の様に先行研究は、介護職員に関する「身体的負

担」「ストレス」「バーンアウト」等の否定的要因を析出

する研究が中心であり、介護業務に関する「やりがい」

など肯定的要因を析出する研究がほとんどなかった。

　また、先行研究の大半が、介護職員を対象とする研究

であり、労務管理責任者の施設長を対象にした調査は少

なく、介護職員側の考えと施設経営者側の考えを比較検

討した研究はほとんどなかった。

　そこで、本研究では、第１に介護職員の「ストレス」

（否定的要因）と「やりがい」（肯定的要因）の関係に焦

点を当てながら、介護職員が特別養護老人ホームで長期

間の就労継続が可能となる要因について明らかにするこ

とを目的として調査を実施した。第２に、介護現場の第

一線で活躍する介護職員と労務管理責任者である施設長

の考え方やニーズなどに、どの様に相違があるのかを明

らかにすることを目的として調査を実施した。

２　本調査の方法

　１）調査依頼

　平成２２（２０１０）年７月に、大阪市内の高齢者福祉施設

の種別協議会である大阪市老人福祉施設連盟に調査協力

依頼し、理事会で調査実施協力の承認を得た。調査票に

は、併せて調査票に「調査協力団体：大阪市老人福祉施

設連盟」として記載する承認も得るとともに、各施設へ

の調査票送付時には、大阪市老人福祉施設連盟・代表理

事名の調査依頼文を添付する承諾も得た。

　２）調査対象

　平成２２（２０１０）年４月１日現在で、大阪市老人福祉施

設連盟加入している８３施設を対象とした。

　各施設には、施設長対象調査票１部と常勤介護職員対

象調査票４部（介護職としての従事経験年数別に「１年

未満：１人」「１年以上３年未満：１人」「３年以上７年

未満：１人」「７年以上：１人」を各施設で選定してもら

い調査協力者を決定）の計５部の調査票を郵送して調査

依頼を行った。

　つまり、８３施設の介護職員３３２人（経験年数毎で各施設

４人）と８３人の施設長を対象として調査を行った。

　３）調査方法

　無記名の質問紙調査を用い、郵送調査方法によって実

施した。

　４）調査期間

　平成２２（２０１０）年９月１０日～１０月２２日

　５）調査項目

　調査票の調査項目については、大阪市老人福祉施設連

盟の調査・研究担当理事と打ち合わせを重ね、調査項目

を決定した。

　基本項目（性別、勤務年数、取得資格、採用時状況、

昇格時状況等）に加え、先行研究を参考にして、ストレ

ス状況を測定する項目として田尾・久保（１９９７）が開発

した「バーンアウト尺度」、職務満足度を測定する項目

として李（２００３）が開発した「QWLSCL測定尺度」、施

設の運営形態・状況に関する項目、職場環境に関する項

目、生活習慣に関する項目等を取り入れて調査票を構成

した。

　６）分析方法

　データの集計及び分析に際しては、単純集計並びにク

ロス集計を行った。クロス集計については、その統計解

析ソフト「SPSS Statistics １７.０ for Windows」を用いて、

χ２検定並びにｔ検定を行った。

　また、要因が複数予測されたものについては、要因間

の分散分析を行い、一元配置分散分析を実施した場合は

F統計量を用いた多重比較を併用した。

　７）倫理的配慮

　調査票への記入は無記名とし、本調査への協力は任意

とした。調査内容がハイセンシビリティであるため、調

査票を調査者の研究室へ個別に直接返送できる返信用封

筒を用いることとした。調査票は、「個人情報保護の遵

守」に基づき厳重に管理し、「集計・分析」の終了後に

シュレッダーにかけて破棄した。

　８）報告書の送付

　調査協力を頂いた大阪市老人福祉施設連盟の８３施設の

会員施設に対して、平成２３（２０１１）年１０月下旬に報告書

を送付した。

Ⅲ　調査の結果

１　調査票の回収状況

　施設長対象調査票は、８３人（８３施設）のうち、３４人

（３４施設）から返送があった（回収率：４１.０％）。

　介護職員対象調査票は、３３２人（８３施設）のうち、１７８

人から返送があった（回収率：５３.６％）。

２　基本属性

　１）回答者の性別

　まず、介護職員の性別は、男性６６人（３７.１%）、女性１１１

人（６２.４%）、不明１人（０.６%：回答内容よりジェンダー

マイノリティの可能性有）であった。

　次に、施設長の性別は、男性２４人（７０.６%）、女性９人

（２６.５%）、不明１人（２.９％）であった。

　介護職員では女性からの回答が多かったが、施設長で

は男性からの回答が多かった。これは、現場の施設長と

介護職員の性別割合とほぼ対応していると推察される。
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　２）回答者の年齢構成

　まず、介護職員の年齢構成は、３０～３９歳が５８人（３２.６%）

で最も多く、２０～２４歳が３９人（２１.９%）、２５～２９歳が３５人

（１９.７%）と、２０代が７４人（計４１.６％）と４割以上を占め

ていた。

　次に、施設長の年齢構成は、５０代が１２人（３６.０％）と

１/３以上を占めており、４０～４９歳と６０～６９歳がそれぞ

れ８人（２４.０%）で、３０～３９歳が４人（１２.０%）であった。

　３）回答者の最終学歴

　まず、介護職員の最終学歴は、福祉系専門学校を出身

者が最も多く、４８人（２７.０%）であった。続いて、福祉系

ではない高校卒者４０人（２２.５%）、福祉系大学卒が１９人

（１０.７%）、福祉系短大卒者が１８人（１０.１%）であった。

　次に、施設長の最終学歴は、福祉系ではない大学卒者

が最も多く、１５人（４４.１％）と半数近くを占めていた。続

いて、福祉系大学卒者は８人（２３.５%）、福祉系ではない

高校卒者が５人（１４.７％）であった。

　４）回答者の取得資格（複数回答可能）

　まず、介護職員の取得資格は、介護福祉士が最も多く

１２１人（６８.０％）であった。続いて、ホームヘルパー２級

の取得が７１人（３９.９％）、社会福祉主事任用資格は４０人

（２２.５％）、介護支援専門員が１４人（７.９％）、社会福祉士

が１１人（６.２％）であった。

　次に、施設長では、社会福祉主事任用資格の取得者が

最も多く２２人（６４.７％）であった。続いて、介護支援専

門員が１８人（５２.９％）、介護福祉士が１０人（２９.４％）、社会

福祉士が９人（２６.５％）、福祉施設士とホームヘルパー２

級が各５人（１４.７％）であった。

　５）回答者の通算経験年数

　まず、介護職員の介護職としての通算経験年数は、１０

年から１４年が最も多く３４人（１９.１%）、続いて１年から２

年が３２人（１８.０%）、５年から６年が３１人（１７.４%）、３年

から４年が２８人（１５.７%）であった（図１－１）。

　次に、施設長の高齢者施設・事業所における通算経験

年数（施設長でない期間を含む）は、１０年から１４年が最

も多く１１人（３２.４%）であった。続いて、２０年以上が７人

（２０.６%）、７年から９年が６人（１７.６%）、３年から４年

図１－１　介護職員の通算経験年数　Ｎ＝１７８

図１－２　施設長の通算経験年数　　Ｎ＝３４

図２　施設長と介護職員の通算経験年数の比較
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が４人（１１.８%）であり、１年未満という回答はなかった

（図１－２）。

３　介護職員のバーンアウト得点

　介護職員のバーンアウト得点の男女差を見るためにｔ

検定を行った。男性の平均は６１.５９（SD＝９.５７）、女性の

平均は５９.６３（SD＝９.７４）で、男女間に有意差は見られな

かった。

　バーンアウト得点と仕事の継続希望について１要因の

分散分析を行った結果、有意差が見られた（F＝２.９１、

p＜.０５）。

　多重比較の結果、「良い条件の所があれば転職したい」

という人は、「できるだけ現在の部署で長く勤めたい」と

いう人よりもバーンアウト得点が有意に低いという結果

が得られた（図３）。

４　介護職を長く続けるために大切なこと

　介護の仕事を長く続けるために職場で大切なことと考

えられる項目で、重要と考えられるものについて、１位

から３位まで順位づけをしてもらった結果は、介護職員

の回答で最も多かったものは「給与待遇」３９人（２１.９%）

であった。僅差で「同僚との良好な人間関係」３７人

（２０.８%）があげられており、「職場の雰囲気」３４人

（１９.１%）と「仕事のやりがい感」２９人（１６.３%）が続い

た（表３－１）。

　一方、介護職員が仕事を長く続けるために職場で大切

なことと考えられる項目で、重要と考えられるものにつ

いて、１位から３位まで順位づけをする質問に対して、

図３　　バーンアウト得点と就労継続希望の関係　Ｎ＝１７８

表３－１　職場で大切なこと（介護職員）第１位

%度　数（人）

２１.９３９給与待遇

２０.８３７同僚との良好な人間関係

１９.１３４職場の雰囲気

１６.３２９仕事のやりがい感

７.９１４利用者との信頼関係

３.９７上司との良好な人間関係

３.９７休暇の取得

２.３４施設や設備の充実

１.７３職場のケア実践方針

１.７３残業がない・少ない

０.６１先進的なケアへの取り組み
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施設長の回答は「仕事のやりがい感」が最も多く１４人

（４１.２%）であった。「同僚との良好な人間関係」９人

（２６.５%）と「給与待遇」６人（１７.７%）が続いた（表３－

２）。

Ⅳ　考察

１　バーンアウト得点について

　バーンアウト得点の男女差を見るために、t 検定並び

に分散分析を行った結果、大阪市老人福祉施設連盟の会

員施設である特別養護老人ホーム８３施設の介護職員で

は、特に男女間で差はなかった。

　バーンアウト得点と仕事の継続希望について１要因の

分散分析を行った結果、有意差が見られ（F＝２.９１、

p＜.０５）、多重比較の結果、「良い条件の所があれば転職

したい」という人は、「できるだけ現在の部署で長く勤め

たい」という人よりもバーンアウト得点が有意に低いと

いう結果が得られた（図３）。このことから、「良い条件

の所があれば転職したい」と考えている介護職員は、既

に介護業務を「次の仕事が見つかる迄の生活収入を得る

ための手段」と割り切って従事している可能性が高い。

そのために、バーンアウト得点が低い傾向にあると推察

される。つまり、「良い条件の所があれば転職したい」と

いう介護職員を引き留めるために、あれこれと対策を

行っても、介護職として長期間従事するのは難しい可能

性が高い。そのため、介護職員に対して一律に給与待遇

改善を行うのではなく、「できるだけ長く現在の部署で

勤めたい」と考えている介護職員に対する給与待遇改善

や労働成果に見合ったインセンティブなどの労働条件の

整備を行うことが重要であると推察される。このような

条件整備がなされることによって、介護職員の就労継続

が可能となり、業務経験や人財としての蓄積が可能と

なっていくのである。

　また、各施設で実施している「施設内異動」や「法人

内異動」の希望を確認し、有効な人事交流・異動を実施

していくことも同時に検討する必要がある。

２　就労継続の要因について 【表３－１・３－２参照】

　介護の仕事を長く続けるために「職場で大切なこと」

という設問について、介護職員の回答で最も多かったも

のは「給与待遇（２１.９%）」であり、次いで「同僚との良

好な人間関係（２０.８%）」があげられていた。

　一方、介護職員が仕事を長く続けるために「職場で大

切なこと」という設問について、施設長の回答では「仕

事のやりがい感（４１.２%）」が最も多く、次いで「同僚と

の良好な人間関係（２６.５%）」とがあげられていた。

　介護職員と施設長間で考え方に相違が生じていた。こ

の相違を修整することが、介護職員の就労継続に繋がっ

ていく可能性がある。

Ⅴ　結論

　本調査の結果、介護職員が、同じ特別養護老人ホーム

で、「やりがい」を持って継続就労するためには、就労継

表３－２　職場で大切なこと（施設長）第１位

%度　数（人）

４１.２１４仕事のやりがい感

２６.５９同僚との良好な人間関係

１７.７６給与待遇

８.８３職場の雰囲気

２.９１上司との良好な人間関係

２.９１職場のケア実践方針

図４　施設長と介護職員の「職場で大切なこと」の比較
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続に向けた適切な要因である労働条件（「給与待遇」「職

場内の人間関係」「適切な人材配置や役割分担によるや

りがい」）を強化することが非常に重要である。そのた

めには、施設を統括する理事長やマネジメントを行う施

設長が、介護職員との考えや意識の相違を放置せずに、

日頃より介護職員のニーズや意見を汲み取り話し合い、

職場環境や労働条件、さらには福利厚生をシステム化

し、充実させていくことが重要である。
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